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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月11日(2017.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板層と、
　前記基板層上に配置される第１電極層と、
　第２電極層と、
　前記第１電極層と前記第２電極層の中間に配置される、可視光を発するための活性層と
、
　前記第１電極層と前記第２電極層の間に電気分離をもたらすように構成される誘電体層
であって、前記第１電極層上のパターンとして堆積され、前記第１電極層と前記第２電極
層の少なくとも一方の少なくとも一つのエッジをカバーし、当該誘電体層の少なくとも一
つの側面が前記第２電極層によってカバーされる、誘電体層と
を有する、有機発光ダイオードであって、
　前記誘電体層が、前記活性層と直接的に接触し、前記誘電体層が、アクリル樹脂、アク
リルベース樹脂、メチルメタクリレート、不飽和ポリエステル、ポリウレタンアクリレー
ト、エポキシアクリレート、ポリイミド、及びエポキシイミドから成る群から選ばれる誘
電体を有する、
有機発光ダイオード。
【請求項２】
　前記誘電体が無溶媒である、及び／又は前記誘電体が疎水性である、請求項１に記載の
有機発光ダイオード。
【請求項３】
　前記誘電体が可視光に少なくとも部分的に透明である、請求項１に記載の有機発光ダイ
オード。
【請求項４】
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　前記誘電体層が直接印刷法によって堆積される、請求項１に記載の有機発光ダイオード
。
【請求項５】
　前記第１電極層がアノード層であり、前記第２電極層がカソード層である、請求項１に
記載の有機発光ダイオード。
【請求項６】
　前記アノード層がインジウムスズ酸化物層を有する、及び／又は前記カソード層がアル
ミニウム層を有する、請求項５に記載の有機発光ダイオード。
【請求項７】
　前記第１電極層がパターン化透明電極層である、請求項１に記載の有機発光ダイオード
。
【請求項８】
　前記第２電極層が、前記活性層から発せられる可視光を、前記基板層を通過させるよう
に構成される透明電極層及び／又は光反射層を有する、請求項１に記載の有機発光ダイオ
ード。
【請求項９】
　前記誘電体が、高結合解離エネルギーを持つ材料、ＵＶ感受性光重合開始剤を伴う材料
、及びＵＶ硬化性アクリルインクから成る群から選択される、請求項１に記載の有機発光
ダイオード。
【請求項１０】
　請求項１に記載の有機発光ダイオードを製造するための製造方法であって、
　基板層を設けるステップと、
　前記基板層上に第１電極層を配置するステップと、
　誘電体層を設けるステップと、
　活性層を設けるステップと、
　第２電極層を設けるステップと
を有し、  前記活性層が前記第１電極層と前記第２電極層の中間に配置され、
　前記誘電体層が前記第１電極層と前記第２電極層の間に電気分離をもたらし、前記誘電
体層は前記第１電極層上にパターンとして堆積され、前記第１電極層と前記第２電極層の
少なくとも一方の少なくとも一つのエッジをカバーし、前記誘電体層の少なくとも一つの
側面は前記第２電極層によってカバーされ、
　前記誘電体層が、前記活性層と直接的に接触し、前記誘電体層が、アクリル樹脂、アク
リルベース樹脂、メチルメタクリレート、不飽和ポリエステル、ポリウレタンアクリレー
ト、エポキシアクリレート、ポリイミド、及びエポキシイミドから成る群から選ばれる誘
電体を有する、
方法。
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